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＜取り組むに至った経緯＞
市内に子ども食堂の設置が増えてきたことにより、安
定的な食材提供を確保していく必要性が生じてきた。

2つのJA直売所や生産者において、地元の野菜・果
物の規格外品、販売品の残りなど、中には廃棄され
てしまう物もある。地域貢献の一環として、これらの食
材活用を進め、その取り組みの中で地元農産物に関
心を寄せる人、みんなで食卓をかこむ良さを感じる人
を増やしたい、という思いからスタートした。

＜取り組む際に生じた課題と対応方法＞
直売所と子ども食堂のニーズの調整とマッチングが課
題であった。

安定した取り組みのためには、無理のないルール化が
必要であり、現場で試行しながら進めてもらうように努
めた。

＜今後の展望＞
食材が循環する仕組づくりにより、さらに食品ロス削減
に努めるとともに、さらなる食材の活用を目指したい。

今回の取り組みを踏まえ、今後は全市展開に向けて、
情報提供と働きかけを行いたい。

実施JAでは、広く生産者を含め、取り組みの
情報を共有し、認知度を高めていきたい。

＜活用した支援施策＞
◆ 特になし

＜取り組みの効果＞
子ども食堂の安定的な運営を後押しするとともに、消費者と生産地が近接した本市の特性を活かし、農村と都
市の交流や地産地消にも寄与することができた。

田園資源 × 子育て × 福祉

＜取り組みの概要＞
 子ども食堂で使用する食材の提供について、JA直売所や生産者に呼びかけ、規格外の農産
物などを有効活用し、地元の農産物を使った食事の安定的な提供に役立てている。平成30
年度は、西区、中央区の子ども食堂の１か所ずつ、計２か所で実施。

＜JA新潟中央会（新潟県農業協同組合中央会）＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

ＪＡ新潟市、ＪＡ新潟みらい、 JA新潟中央会、
新潟市社会福祉協議会、NPO法人フードバンクにいがた

実施期間 2018年5月から

新潟県農業と地域の振興に取り組み、
JAグループ新潟の代表・総合調整・経
営相談・人材育成機能を果たします。

＜JA新潟市（新潟市農業協同組合）＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

人と自然環境を守り、魅力ある地域
農業と豊かなくらしに貢献し、地域に
信頼され、必要とされるJAを目指しま
す。

https://ja-niigata.or.jp/

https://www2.ja-niigatashi.or.jp/

＜JA新潟みらい（新潟みらい農業協同組合）＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

＜新潟市社会福祉協議会＞
◆概要 ：

◆ホームページ：

＜NPO法人フードバンクにいがた＞
◆概要 ：

◆ホームページ ：

組合員と役職員の協同活動によって、
組合員・地域と共に、繁栄することを
目指します。

生活困窮者や、子ども食堂への食材提供を行っています。また、新潟県
内でフードバンク、フードドライブの活動を行っています。

https://ja-niigatamirai.jp/

https://www.foodbank-niigata.org/

http://www.syakyo-niigatacity.or.jp/

社会福祉事業、その他の社会福祉を
目的とする事業の健全な発達及び社
会福祉に関する活動の活性化により、
地域福祉の推進を図ります。


